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広報りっとう

今月の主な内容
・自然を親しむ体験活動～栗東自然観察の森～
・転入、転出、転居に伴う休日臨時窓口を開設！
・２つの文化財が新たな指定を受けることに
・市長からのメッセージ

１月～２月（市内各小学校）
　今年も５年生の給食に、白菜とベーコンの洋風鍋「ほのぼの鍋」
が登場しました。栗東産白菜などの野菜がたっぷりと入った伝統メ
ニュー。１日に必要な野菜量の約半分をとることができます。野菜
の種類や栄養を学習した後、調理員や栄養教諭と鍋を囲み、交流し
ました。（写真は、治田西小学校）

ほのぼの鍋



2No.974　2020. ３. １　広報りっとう

自然を親しむ体験活動

　ジュニアボランティアレンジャー（以下 JVR と略す）の活動は、小学３年生～中学 3
年生を対象に、森での活動をとおして、大人のボランティアと協働で人や自然に対する優
しさとたくましさを身につけ、自然と共に生きる人材の育成を目指しています。
　森の仲間と一緒に自然体験を楽しみませんか？

Ｊ
Ｖ
Ｒ
養
成
講
座
と
は
？

　

こ
の
講
座
は
、
栗
東
自
然
観
察
の
森

を
学
習
教
材
に
し
て
、
①
「
自
然
」
と

「
人
」
と
の
関
わ
り
を
深
め
、
②
「
自

然
環
境
の
保
全
意
識
」
の
高
揚
に
つ
な

げ
る
と
と
も
に
、③
「
環
境
リ
ー
ダ
ー
」

の
養
成
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
度
テ
ー

マ
を
決
定
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
、
令
和
元
年
度
の
テ
ー
マ
は
、

「
森
を
感
じ
る
」
で
す
。

１
年
間
の
活
動
計
画
と
Ｊ
Ｖ
Ｒ

に
な
る
た
め
の
認
定
基
準

年
間
の
活
動
予
定
は
、
６
月
の
開
校

式
に
は
じ
ま
り
毎
月
、
基
本
第
2
土
曜

日
を
活
動
日
と
し
て
、
全
８
回
実
施
し

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｖ
Ｒ
養
成
講
座
に
申
し

込
ま
れ
た
皆
さ
ん
は
、
講
座
生
と
し
て

活
動
を
開
始
し
ま
す
が
、
Ｊ
Ｖ
Ｒ
に
な

る
に
は
20
単
位
以
上
の
単
位
取
得
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
単
位
は
、
講
座

に
１
回
参
加
す
る
毎
に
２
単
位
取
得
で

き
ま
す
。

Ｊ
Ｖ
Ｒ
認
定
か
ら
さ
ら
に
、
20
単
位

を
重
ね
る
こ
と
で
Ｊ
Ｖ
Ｒ
リ
ー
ダ
ー
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
最
高
権
威
の

Ｊ
Ｖ
Ｒ
殿
堂
入
り
を
果
た
さ
れ
た
人
は
、

３
人
い
ま
す
。

問栗東自然観察の森　
　☎554-1313　ＦＡＸ554-1662

～栗東自然観察の森～

Ｊ
Ｖ
Ｒ
第
26
期
生
の
募
集

栗
東
自
然
観
察
の
森
で
は
、
令
和
２

年
度
の
Ｊ
Ｖ
Ｒ
養
成
講
座
の
第
26
期
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｖ
Ｒ
養
成
講

座
は
、
１
９
９
５
年
に
第
１
期
生
を
迎

え
、
こ
れ
ま
で
に
お
お
む
ね
５
０
０
人

が
入
講
し
、
３
１
２
人
が
Ｊ
Ｖ
Ｒ
の
認

定
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
活
動
で

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
Ｊ
Ｖ
Ｒ
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
」
が
講
座
生
を
森
に
誘
う

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
森
を
楽
し

む
ス
キ
ル
を
お
持
ち
で
、
子
ど
も
が
好

き
、
自
然
が
好
き
な
皆
さ
ん
で
す
。

自
然
観
察
の
森
で
一
緒
に
、
自
然
体

験
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。
皆

さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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マツボックリが開く様
子など自然のことが
好きで来ています。
草木染めでバンダナ
を 作 っ た り、JVR
での色んな発見が楽
しいです。

自然や昆虫が好きで
す。みんなでカレーを
食べたりしたハロウィ
ンパーティが楽しかっ
たです。

JVR 講座生 ～おともだちの声～

●申込期間　令和２年３月 12 日㈭～４月 23 日㈭
●定員　　　30 人 ( 先着順 )
●対象　　　小学３年生～中学３年生（令和 2 年 4 月 1 日現在 )
●費用　　　1,000 円／年 ( 保険料含む )　ただし、イベントにより別途費用を徴収　
●問合せ　　栗東自然観察の森　☎ 554-1313  メールアドレス　mori ＠ city.ritto.lg.jp
申込用紙は、自然観察の森窓口またはホームページをご覧ください。
HP アドレス　http://www.city.ritto.lg.jp/soshiki/kyoiku/kansatunomori/6806.html

　JVR 養成講座　令和２年度第 26 期受講生募集要項

ジュニアボランティアレンジャー養成講座　こんなことをしています！

　7 月 13 日　JVR 認定証授与式・森は緑のダム実験と竹で遊び道具を作ろう

　認定証授与式では、2 人が講座生か
ら JVR へ、1 人が JVR スパーリー
ダーに昇格しました。
　「森林は緑のダム」の実験では、森
林のある山とない山で雨水の流れ出
る様子の違いが再現され、子どもた
ちは森林の保水力を実感しました。

　８月 24 日　「草木で染める」染色アーティスト林優里先生

　ＪＶＲの卒業生で、サポーターズ
の林先生。スギの生葉で染液を作り、
木綿のバンダナを染めます。ドング
リやビー玉を入れて、紐で縛ると染
色後、模様が浮かびます。どんな仕
上がりになるか楽しみにしながら作
業に集中しました。

　６月８日　開校式と木の勾玉づくり

　第 25 期ＪＶＲ養成講座が開校。子
どもたちはさっそく森を散策し、「木
の勾玉」作りに挑戦。５種類用意さ
れた樹木を紙やすりで磨きます。木
の香りを楽しみながら、磨き続ける
とみるみるうちにすべすべに。お気
に入りの勾玉が出来上がりました。

友だちと一緒に来ています。
秋まつりやハロウィンパーテ
ィが楽しかったです。前より
もっと生き物が好きになりま
した。

　２月８日　きのこの植菌

　春を探しに森の散策へ行くと、冷たい森
にはザゼンソウやカエルの卵が見つかりま
した。シイタケの植菌作業では、コナラの
原木にドリルで穴をあけ、種駒を植え、１
人１本の原木シイタケのオーナ―に。収穫
を楽しみにする子どもたちでした。

あおいさん（４年生）

けんせいさん（５年生）

   かこさん・さやさん
（４年生）・（４年生）
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引越しシーズンの３月下旬から４月上旬は、転入・転出や転居の届出が集中して、窓口が大変混み合
います。市では、日曜日に臨時の窓口を開設し、住民異動に伴う手続きを受け付けます。
◦日　時…令和２年３月29日㈰、４月５日㈰　各日８時30分 ～17時15分
◦場　所…市役所庁舎１階 窓口
◦持ち物…本人確認用の官公署発行の写真付証明書　(運転免許証・パスポート・個人番号カード・
　　　　　写真付住民基本台帳カード・在留カード・特別永住者証明書など)

転入、転出、転居に伴う休日臨時窓口を開設！

※上記以外の業務は取り扱いできません。詳細は事前に各担当課に確認をお願いします。
　また、他の行政機関に問合せが必要となるものなどは、当日手続きができない場合があります。

担 当 課 取 り 扱 い 業 務

総合窓口課
　☎ 551-0110
　ＦＡＸ 553-0250

◦住民異動届（転入・転出・転居）の受け付け 
　※国外転入および個人番号カード・住基カードによる特例転入はできません
◦印鑑登録の手続き・印鑑登録証明書の発行
◦住民票の写し、戸籍謄(抄)本などの発行（税関係の証明書は発行できません）　
◦マイナンバーカードの受け取り、申請補助（写真撮影）

保険年金課
　☎ 551-0316
　☎ 551-0361
　ＦＡＸ 553-0250

◦乳幼児福祉医療費受給券の申請書預かり
　※健康保険証が必要です。なお、受給券は後日郵送します
◦後期高齢者医療負担区分等証明書の預かり（後期高齢者医療被保険者証は後日郵送）

子育て応援課
　☎ 551-0114
　ＦＡＸ 552-9320

◦児童手当の手続き（認定請求書の一部預かりなど）
　※児童扶養手当・特別児童扶養手当などは、後日手続きしてください

◦休日開庁日…令和 2 年３月 29 日㈰
　　　　　　  8:30～17:15（受付は17時まで）
◦マイナンバーカードは、申請から交付まで
　1 か月程度かかります。
　カードの準備ができ次第「交付通知書」を
　送付しますので、本人が受け取りにお越し
　ください。
◦当日はマイナンバーカードの電子証明書の
　更新もできます。更新手続きの際に、マイ
　ナンバーカードの暗証番号（数字４桁）と
　署名用電子証明書の暗証番号（６～ 16 桁
　の英数字）を確認します。
　マイナンバーカードと有効期限通知書をお
　持ちください。

■後日手続きが必要となる業務
担 当 課 業 務 内 容

学校教育課
　☎ 551-0130
　ＦＡＸ 551-0149

◦小中学校の転入、転出に伴う就学
　の手続き
◦区域外就学、指定校変更の手続き

保険年金課
（国民健康保険）
　☎ 551-1807
　ＦＡＸ 553-0250

住民異動に伴う国民健康保険被保険
者証の発行および関係書類の発送

（手続きは不要です）

長寿福祉課
　☎ 551-0281
　ＦＡＸ 551-0548

介護保険の申請

障がい福祉課
　☎ 551-0113
　ＦＡＸ 553-3678

障がい者手帳や福祉手当の手続き

健康増進課
（なごやかセンター内）
　☎ 554-6100
　ＦＡＸ 554-6101

妊婦健康診査受診券の交換

幼児課
　☎ 551-0424
　ＦＡＸ 551-0149

保育園・幼稚園の入園申込み

上下水道課
　☎ 551-0135
　ＦＡＸ 554-3866

水道を使う場合、または使わなくな
る場合は、その４日前までに電話連
絡してください。

※提出書類に不備などがある場合、平日の ８時 30 分～
　17 時 15 分に再度来庁していただく場合があります。

マイナンバーカードの休日交付

マイキー ID とは、国が 2020 年
度に実施を予定している、マイナ
ンバーカード取得者を対象とした、
ポイント還元事業（マイナポイン
ト）を利用するために必要となる
ID のことです。

市役所１階にマイキー ID の設定を自身で行
うことができる端末を用意しています。この
機会にご利用ください。マイキー ID の設定は、
必要な環境があればご自宅で行うことができ
ます。
◦持ち物…

マイナンバーカードとマイナンバーカード
の暗証番号（数字４桁）が必要です。

マイキー IDの設定（マイナポイント予約）

問総合窓口課　☎ 551-0110 （直通）　ＦＡＸ 553-0250　　☎ 553-1234 （代表）内線 1210・1211
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本
市
に
は
１
４
４
０
人
（
令
和
元
年

12
月
末
現
在
）
の
外
国
籍
住
民
が
生
活

し
、
人
口
の
２
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

昨
年
４
月
に
は
国
内
に
お
け
る
労
働

力
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
一
定
の
専

門
性
・
技
能
を
有
し
即
戦
力
と
な
る
外

国
人
労
働
者
の
受
入
を
拡
大
す
る
改
正

入
管
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
で

も
、
外
国
籍
住
民
が
１
年
間
で
２
４
０

人
増
加
し
て
い
ま
す
。

外
国
籍
住
民
の
中
に
は
、
日
本
語
の

理
解
が
十
分
で
な
か
っ
た
り
、
生
活
習

慣
の
違
い
か
ら
、
地
域
で
う
ま
く
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。国
籍
や
文
化
が
違
っ
て
も
、

地
域
社
会
で
暮
ら
す
仲
間
と
し
て
、
お

互
い
を
認
め
あ
い
、
と
も
に
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
協
力
し

あ
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
を
支
援
す

る
た
め
、県
内
で
は
、昨
年
４
月
に
『
し

が
外
国
人
相
談
セ
ン
タ
ー
』
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。

本
市
で
も
、
栗
東
国
際
交
流
協
会
と

協
力
し
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
多
文
化
共

生
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
取
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

～
と
も
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
へ
～

問
自
治
振
興
課 

国
内
・
国
際
交
流
係 

  

☎
551-

０
２
９
0 

ＦＡＸ
551-

０
４
３
２

■
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
生
活
相
談
窓
口

　

栗
東
市
／
栗
東
国
際
交
流
協
会

時
間
…
毎
週
水
曜
日
13
時
～
17
時

場
所
…
市
役
所
３
階
自
治
振
興
課

内
容
…
住
民
登
録
な
ど
、
日
本
語
が
わ

か
ら
な
い
た
め
市
役
所
の
手
続
き
が

困
難
な
場
合
、
手
続
き
窓
口
に
通
訳

者
が
同
行
し
ま
す
。

Sobre o serviço público do atendimento em 
português
Dias disponíveis de consulta
Data: Toda quarta-f. 13h00 – 17h00
Porém, favor comparecer até às 16h30, se possível.
*O atendimento será feito na ordem de chegada. 

ポルトガル語通訳業務について
定期相談日  毎週水曜日 13:00 ～ 17:00
ただし、なるべく 16:30 までにお越しください。
相談は、先着順です。

場
所
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
大
宝
東

（
４
月
か
ら
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
大
宝
で
実
施
）

内
容
…
栗
東
国
際
交
流
協
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
日
本
語
講
師
が
、
外
国
籍
住

民
へ
日
本
語
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
年
齢
や
国
籍
を
問
わ
ず
、
ど
な

た
で
も
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
現
在
、
受
講
者
の
増
加
に
よ

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
本
語
講
師

が
不
足
し
て
い
ま
す
。
資
格
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
興
味
の
あ
る
人

は
、
栗
東
国
際
交
流
協
会(

☎
551-

０
２
９
３)

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

～
日
本
語
教
室
よ
り
～

　
日
本
語
教
室
講
師 

渕
田
佳
子
さ
ん

　

一
昨
年
の
こ
と
、
日
本
語
教
室
に
熱

心
に
通
っ
て
い
た
Ａ
さ
ん
と
の
会
話
。

（
講
師
）「
何
の
た
め
に
日
本
語
を
学
び

た
い
の
？
」（
Ａ
さ
ん
）「
帰
国
し
た
ら

通
訳
に
な
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
を

も
っ
と
結
び
付
け
た
い
」（
講
師
）「
そ

う
い
え
ば
、
七
年
前
に
私
が
ベ
ト
ナ
ム

に
旅
行
し
た
時
に
案
内
し
て
く
れ
た
ベ

ト
ナ
ム
人
の
優
秀
な
ガ
イ
ド
さ
ん
は
、

日
本
語
が
堪
能
な
だ
け
で
な
く
、
日
本

の
風
習
や
習
慣
も
よ
く
知
っ
て
い
た

よ
。
言
葉
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
ん
な
事

を
経
験
し
て
帰
国
し
て
ね
」

二
年
が
経
っ
た
今
、
き
っ
と
立
派
な

通
訳
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

■
し
が
外
国
人
相
談
セ
ン
タ
ー

　

滋
賀
県
／
滋
賀
県
国
際
協
会

時
間
…
月
～
金
曜
日　

10
時
～
17
時

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
…
☎
523-

５
６
４
６

対
応
言
語
…
日
本
語
、
英
語
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
、ス
ペ
イ
ン
語
、タ
ガ
ロ
グ
語
、

ベ
ト
ナ
ム
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

内
容
…
滋
賀
県
に
暮
ら
す
外
国
籍
住
民

の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
多
言
語
で
対

応
し
ま
す
。
日
本
語
が
わ
か
ら
な
く

て
困
っ
て
い
る
外
国
籍
の
人
だ
け
で

な
く
、
自
治
会
内
の
外
国
籍
住
民
に

連
絡
し
た
い
け
れ
ど
、
外
国
語
が
で

き
な
く
て
困
っ
て
い
る
場
合
な
ど
に

も
相
談
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

■
日
本
語
教
室

　

栗
東
国
際
交
流
協
会

日
時
…
毎
月
第
２･

第
４
土
曜
日

　
　
　

10
時
15
分
～
11
時
45
分

日本語教室の様子
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滋
賀
県
に
は
、
今
年
の
1
月
1
日
の

時
点
で
、
８
７
９
件
の
国
宝
・
重
要
文

化
財
が
あ
り
、
東
京
都
・
京
都
府
・
奈

良
県
に
次
い
で
、
全
国
で
も
有
数
の
文

化
財
の
宝
庫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市

に
も
、
45
件
の
国
指
定
・
登
録
文
化
財

の
ほ
か
、
17
件
の
県
指
定
・
選
択
文
化

財
、
74
件
の
市
指
定
文
化
財
が
あ
り
、

豊
か
な
歴
史
と
文
化
を
現
在
に
伝
え
て

い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
い
ず
れ
も
下
戸

山
の
五い

お

の

い

百
井
神
社
、
小お

つ
き槻

大
社
の
文
化

財
が
新
た
な
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

五
百
井
神
社
の
木
造
鞍

　　

令
和
元
年
12
月
に
、
五
百
井
神
社
の

木
造
鞍
が
滋
賀
県
の
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
も
と
も
と
、
本
市
の

指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
た
こ
の

鞍
は
、「
黒こ

く
し
つ
こ
ん
ど
う
そ
う
つ
る
か
し
わ
も
ん
く
ら

漆
金
銅
装
蔓
柏
文
鞍
」
と

い
い
、
在
地
武
士
の
青
地
氏
が
奉
納
し

た
馬
具
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
安

時
代
に
流
行
し
た
表
現
方
法
を
用
い
て

鎌
倉
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
現
存

す
る
鞍
と
し
て
は
県
内
で
は
3
番
目
に

古
く
、
後
世
に
修
理
さ
れ
た
形
跡
の
な

い
、
作
ら
れ
た
当
時
の
ま
ま
の
姿
を
残

す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
9
月
の
台
風
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
五
百
井
神
社
で
は
、
倒
壊

し
た
社
殿
の
あ
と
か
ら
木
造
男
神
坐
像

と
木
造
狛
犬
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
う
ち

の
木
造
男
神
坐
像
は
、
平
成
27
年
12
月

に
滋
賀
県
指
定
文
化
財
と
し
て
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
五
百
井
神
社
で

は
、
社
殿
の
再
建
が
進
ん
で
お
り
、
こ

れ
ら
の
文
化
財
の
存
在
は
、
地
元
の
励

み
に
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
本
市
に

と
っ
て
も
明
る
い
話
題
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

小
槻
大
社
の
祭
礼
「
小お

杖づ
え

祭
り
」

（
花
笠
踊
り
）　

　　

ま
た
、
令
和
2
年
1
月
に
は
、
小
槻

大
社
の
祭
礼
「
小
杖
祭
り
」（
花
笠
踊

り
）
が
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

と
し
て
指
定
さ
れ
る
見
通
し
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、国
の
文
化
審
議
会
が
、

小
杖
祭
り
を
含
む
「
近
江
湖
南
の
サ
ン

ヤ
レ
踊
り
」
を
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

と
し
て
指
定
す
る
よ
う
、
文
部
科
学
大

臣
に
答
申
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、

令
和
2
年
3
月
に
正
式
に
指
定
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　

毎
年
5
月
5
日
に
行
わ
れ
る
小
杖
祭

り
は
、
岡
・
下
戸
山
（
宮
ヶ
尻
）、
目

川
、
坊
袋
、
川
辺
そ
し
て
草
津
市
の
山

寺
の
各
集
落
が
干
支
に
よ
っ
て
当
番
を

決
め
て
担
当
し
て
い
ま
す
。
災
い
を
払

い
、五
穀
豊
穣
を
祈
る
こ
の
祭
礼
で
は
、

大
き
な
笠
鉾
を
か
ざ
し
、
花
笠
を
被
っ

た
華
や
か
な
出
で
立
ち
の
子
ど
も
た
ち

が
、
太
鼓
や
笛
、
鉦か

ね

な
ど
の
伝
統
楽
器

を
奏
で
な
が
ら
、
独
自
の
神
事
歌
に

の
っ
て
踊
り
を
奉
納
す
る
こ
と
か
ら
、

「
花
笠
踊
り
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

中
世
後
期
に
畿
内
を
中
心
に
流
行
し
た

「
風
流
踊
り
」
の
流
れ
を
く
む
と
考
え

ら
れ
、
貴
重
な
民
俗
文
化
財
で
あ
る
花

笠
踊
り
は
、
同
じ
く
風
流
踊
り
の
流
れ

を
く
み
、
草
津
市
の
7
地
域
に
伝
わ
る

「
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
」
と
一
体
の
「
近
江

湖
南
の
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
」
と
し
て
、
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
へ
の
指
定
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　　　

長
い
歴
史
の
中
で
守
り
伝
え
ら
れ
て

き
た
貴
重
な
文
化
財
を
、
こ
れ
か
ら
も

守
り
続
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
本

市
で
は
、こ
れ
ら
の
文
化
財
に
つ
い
て
、

歴
史
民
俗
博
物
館
の
展
覧
会
な
ど
を
通

じ
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。　

2
つ
の
文
化
財
が
新
た
な
指
定
を
受
け
る
こ
と
に

問
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館

  

☎
554-

２
７
３
３ 

ＦＡＸ 

554-

２
７
５
５

下
戸
山
の
神
社

【滋賀県指定文化財】黒漆金銅装蔓柏文鞍
（五百井神社）

小杖祭りの祭礼芸能（花笠踊り）
（小槻大社）
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ご存じですか？
図書館の便利なサービス
「今借りている本をもう少し長く借りたい…」
貸出延長サービス
　返却期限を延ばすことができます！

「借りたい本が借りられない…」
予約・リクエストサービス
　ご用意して連絡します！

「特に読みたい本は決まってないけど…」
本の展示コーナー
　話題になった本、季節のテーマ、司書の
　おすすめ本などのコーナーがあります！

「目が弱って読書がつらくなってきた」
　CDブック（本館のみ）や大きな活字の本も
　あります！

「障がいがあり来館できない、印刷の本が読めない」
　点字・録音図書の貸出、宅配や郵送による貸出、
　対面朗読のサービスがあります！

「返す日を忘れがち…」
返却期限お知らせメールサービス
　返却期限の 3 日前にメールが届きます！

「調べたいこと、何をみたらいいのか…」
レファレンスサービス
　調査のお手伝いをします！

「予約本を開館してる日に借りに行けない…」
諸証明コーナー受け取りサービス
　ウイングプラザの諸証明コーナーで
　予約本を受け取れます！

「古い新聞を調べたい」「住宅地図を見たい」
　過去 2年分の新聞や新聞縮刷版、栗東市周辺の
　住宅地図、電話帳もあります！

■
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度

　

雑
誌
の
購
入
費
用
を
負
担
い
た
だ

き
ま
す
。
雑
誌
カ
バ
ー
や
雑
誌
棚
に
広

告
を
掲
載
で
き
ま
す
。
雑
誌
の
最
新
号

は
館
内
閲
覧
の
た
め
、
広
告
効
果
が
あ

り
、地
域
貢
献
活
動
を
周
知
で
き
ま
す
。

●
現
在
の
ス
ポ
ン
サ
ー　

◦
㈱
近
江
物
産

◦
㈱
大
角
工
務
店

◦
お
は
な
し
グ
ル
ー
プ
タ
ン
タ
ン

◦
金
山
司
法
書
士
事
務
所

◦
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
オ
ン

◦
㈱
ケ
イ
バ
ブ
ッ
ク

◦
ご
と
う
医
院

◦
サ
ロ
ン
ヒ
グ
チ

◦
Ｓ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
ｉ
１
３
７

◦
Ｊ
Ｒ
Ａ
栗
東
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー

◦
Ｊ
Ａ
栗
東
市

◦
浄
国
寺

◦
㈱
新
洲

◦
杉
本
総
合
会
計

◦
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
工
業
㈱

◦
ち
ど
り
ん
舎

◦
茶
ノ
木
カ
フ
ェ

◦
茶
ノ
木
パ
ン

◦
庭
演
ク
ラ
ブ

◦
根
来
行
政
書
士
事
務
所

◦
ｐ
ｅ
ｔ
ｉ
ｔ-

ｔ
ｉ
ｃ
ｋ
ｅ
ｔ

◦
ベ
ス
ト
ハ
ウ
ス
ネ
ク
ス
ト
㈱

◦
綣
東
自
治
会

◦
綣
南
自
治
会

◦
凡
々
薬
局
東
店

◦
前
田
工
業
㈱

◦
マ
チ
コ

◦
三
菱
重
工
工
作
機
械
㈱

◦
も
ん
ぺ
お
ば
さ
ん

◦
㈲
山
下
技
建

◦
栗
東
ピ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

◦
他　

匿
名
希
望
5
者　
　

合
計
36
者
（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

■
雑
誌
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

　

読
み
終
わ
っ
た
雑
誌
を
、
毎
号
寄

贈
い
た
だ
き
ま
す
。
雑
誌
棚
に
氏
名

を
表
示
で
き
ま
す
。

●
現
在
の
サ
ポ
ー
タ
ー
　
合
計
12
者

図書館

問
図
書
館 

　

☎
553-

５
７
０
０ 

ＦＡＸ
554-

０
７
９
２

　

西
図
書
館 

　

☎
554-

２
４
０
１ 

ＦＡＸ
554-

２
５
０
１

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度

雑
誌
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
図
書
館
資
料
の
充
実
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指

す
制
度
で
す
。
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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本
市
の
ご
み
の
資
源
化
率
は
、27
・
９
％

で
す
。
ご
み
は
、
容
器
や
服
な
ど
色
々
な

物
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル

（
再
生
利
用
）
だ
け
で
な
く
、
リ
フ
ュ
ー

ズ（
ご
み
を
作
ら
な
い
）、リ
デ
ュ
ー
ス（
ご

み
に
な
る
も
の
を
減
ら
す
）、
リ
ユ
ー
ス

（
繰
り
返
し
使
う
）
と
い
っ
た
４
Ｒ
の
取

組
み
で
ご
み
の
減
量
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ごみの種類 排出量 資源化量 再生利用の種類

可燃ごみ 11,145 ｔ
662 ｔ 灰から道路骨材等へ

1 ｔ バイオディーゼル燃料へ
55 ｔ 堆肥へ（環境ｾﾝﾀｰ内）

破砕ごみ･粗大
ごみ·小型家電 1,049 ｔ 360 ｔ 金属類へ

（リユース利用含む）金属類 147 ｔ
古紙古着類 1,354 ｔ ※ 1,370 ｔ 古紙の材料へ
びん類 245 ｔ 216 ｔ びんの材料へ
その他プラスチック 723 ｔ 491 ｔ プラスチックの材料へ
ペットボトル 108 ｔ 102 ｔ プラスチック容器、衣類の材料へ
乾電池 12 ｔ ※　  14 ｔ 金属類へ
草木等 1,193 ｔ 1,193 ｔ 堆肥へ（民間）

合計 15,976 ｔ 4,464 ｔ ※前年度保管分含む

ごみの資源化状況（平成 31 年４月～令和元年 12 月） ご
み
の
減
量
に

ご
協
力
を

問
環
境
政
策
課 

生
活
環
境
係　

☎
551-

０
３
４
１ 

ＦＡＸ
554-

１
１
２
３

教
育
委
員
会
で
は
、
毎
月
開
催
す
る

定
例
教
育
委
員
会
に
お
け
る
審
議
・
報

告
や
、
教
職
員
全
体
研
修
会
、
各
校
・

園
に
お
け
る
式
典
な
ど
各
種
行
事
へ
の

参
加
、
学
校
の
現
場
視
察
な
ど
、
年
間

を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

１
月
は
、
成
人
式
や
耐
寒
ア
ベ
ッ
ク
登

山
大
会
な
ど
の
行
事
に
出
席
し
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
施
設
訪
問
を
行
い
、
葉

山
東
幼
児
園
、
葉
山
東
小
学
校
お
よ
び

葉
山
中
学
校
に
お
い
て
、
園
と
小
学

校
、
小
学
校
と
中
学
校
の
連
携
す
る
取

り
組
み
や
、
保
育
・
学
習
状
況
の
視
察

を
実
施
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
活
動
報
告

問
教
育
委
員
会 

教
育
総
務
課

　

☎
551-

０
１
２
９　

ＦＡＸ
551-

０
１
４
９

総
合
教
育
会
議
で
は
、
市
長
と
教
育

委
員
会
が
充
分
な
意
思
疎
通
の
も
と
、

教
育
の
あ
る
べ
き
姿
を
共
有
し
、
教
育

政
策
に
つ
い
て
協
議
・
調
整
を
行
っ
て

い
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
教
育
基
本
法
に

示
さ
れ
た
目
的
の
実
現
に
向
け
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

成人式に出席された教育委員の皆さん

総
合
教
育
会
議

会議における教育委員の皆さん

受
動
喫
煙
防
止
対
策

～
喫
煙
場
所
移
動
～

　

本
市
で
は
、
栗
東
駅
東
口
・
西
口
、

手
原
駅
南
口
に
喫
煙
場
所
を
設
け
て
い

ま
す
が
、
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
に
配
慮

し
、
設
置
さ
れ
て
い
る
喫
煙
場
所
を
左

図
の
と
お
り
移
動
す
る
予
定
で
す
。

手
原
駅

ロ
ー
タ
リ
ー

商
工
会
議
所

 
駐
車
場

　
●

駅前
交番

銀
行

★印が喫煙スペース
栗東市商工会議所駐車場（現在の
場所●印から 4 月に移設）

駐車場
駐輪場

栗
東
駅

ロ
ー
タ
リ
ー

●

駅前
交番

エレベーター

地
下
通
路

→
②
★

★
①

駅
前
広
場

ロ
ー
タ
リ
ー

市営
駐車場

★印が喫煙スペース
①東口はエレベーターホールの裏（変更なし）
②西口は地下通路入り口の右側（３月末に現在の●印から移設）

★→
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ご家庭でできる給排水設備の管理・点検
■
上
水
道
（
給
水
設
備
）

ご
家
庭
で
水
道
を
使
う
と
水
道

メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク

が
回
転
し
ま
す
。
家
中
の
水
栓
を

全
部
閉
め
て
も
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー

ク
が
回
転
し
て
い
る
場
合
、
ど
こ

か
で
水
が
漏
れ
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
方
法
で
、
ご
家

庭
で
も
定
期
的
に
点
検
し
、
万
一

水
漏
れ
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
市

の
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
栗
東

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
一

覧
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
下
水
道
（
排
水
設
備
）　　

下
水
道
管
な
ど
の
施
設
は
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
道
路
の
真
下
に
あ
る

た
め
、
詰
ま
っ
て
し
ま
う
と
道
路

の
通
行
を
制
限
し
な
が
ら
修
理
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ご
み
や

油
脂
類
、
水
に
溶
け
な
い
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー

パ
ー
な
ど
は
絶
対
に
下
水
道
へ
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ご
家
庭
で

「
排
水
が
詰
ま
っ
て
流
れ
な
い
」

「
下
水
道
の
に
お
い
が
上
が
っ
て

く
る
」な
ど
の
原
因
の
多
く
は「
防

臭
ま
す
」
の
掃
除
が
で
き
て
い
な

い
た
め
に
起
こ
り
ま
す
。

防
臭
ま
す
は
、
水
を
た
め
て
下

水
か
ら
に
お
い
が
家
の
中
に
入
る

の
を
防
ぐ
の
と
同
時
に
、
台
所
か

ら
流
れ
る
油
脂
や
野
菜
く
ず
な
ど

も
た
ま
る
構
造
に
な
っ
て
お
り
、

定
期
的
に
掃
除
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
防
臭
ま
す
の
中
に
あ
る

エ
ル
ボ
（
曲
管
）
を
取
り
外
し
、

網
や
ひ
し
ゃ
く
な
ど
で
す
く
い
出

し
た
油
脂
や
野
菜
く
ず
な
ど
は
水

を
切
り
可
燃
ご
み
と
し
て
決
め
ら

れ
た
ご
み
収
集
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

パイロットマーク

　

市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
の
魅
力
を

発
信
す
る
サ
イ
ト
が
で
き
ま
し
た
。
市

内
で
働
い
て
い
る
先
生
の
声
や
求
人
情

報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ「
ほ

い
く
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
栗
東
市
保
育
士
人
材
バ
ン
ク

の
制
度
（
資
格
を
お
持
ち
の
人
を
応
援

す
る
窓
口
）も
あ
り
ま
す
の
で
保
育
園
・

幼
稚
園
な
ど
で
お
仕
事
を
考
え
て
お
ら

れ
る
人
、
ぜ
ひ
登
録
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
「
ほ
い
く
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

◦
Ｕ
Ｒ
Ｌ

https://hoikucollection.jp/
ritto_recrui/

◦
同
サ
イ
ト
の
一
部
を
紹
介

<

は
じ
め
に>

住
み
よ
い
街
第
一
位
に
も
選
ば
れ
、

年
少
人
口
率
も
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
栗
東
市
で
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

の
夢
を
か
な
え
ま
せ
ん
か

<

メ
ッ
セ
ー
ジ>

就
労
5
年
目
「
職
員
同
士
の
関
係
は

非
常
に
良
く
、
暖
か
い
雰
囲
気
の
中

で
仕
事
が
で
き
ま
す
。
仕
事
以
外
の

小
さ
な
悩
み
も
相
談
で
き
ま
す
。」

就
労
1
年
目
「
園
長
先
生
を
は
じ
め

先
輩
先
生
か
ら
保
育
の
こ
と
を
丁
寧

問
幼
児
課

　

☎
551-

０
４
２
４ 

ＦＡＸ
551-

０
１
４
９

　

メyoji@
city.ritto.lg.jp

市
の
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
に
な
り
ま
せ
ん
か

に
教
え
て
も
ら

え
、
そ
こ
が
良

い
点
と
思
い
ま

す
。」

■
栗
東
市
保
育
士
等
人
材
バ
ン
ク

　

保
育
園
や
幼
稚
園
な
ど
で
の
就
労
を

希
望
す
る
人
を
支
援
し
、
保
育
園
な
ど

に
お
け
る
保
育
の
担
い
手
を
増
や
す
た

め
、
人
材
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
希
望
す

る
人
を
公
募
す
る
も
の
で
す
。

◦
登
録
対
象
者

保
育
園
な
ど
で
、
保
育
士
、
幼
稚
園

教
諭
、
看
護
師
、
調
理
師
な
ど
の
就

労
を
希
望
す
る
人

◦
登
録
の
申
込
み
要
件
な
ど

　

登
録
を
希
望
す
る
職
種
に
必
要
な
資

　

格
免
許
を
有
し
、
良
好
な
健
康
状
態

で
あ
る
こ
と　

な
ど

　

登
録
申
込
書
な
ど
へ
の
必
要
事
項
の

記
入
、
資
格
免
許
証
な
ど
の
写
し

※
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
令
和
２
年
度
会
計
年
度
任
用
職
員
の

募
集
は
随
時
し
て
い
ま
す
。

防臭ます

エルボ（下流側の排水
管にとりつける曲管）

台所から
の排水

下
水
道
管
へ

問
上
下
水
道
課 

上
下
水
道
業
務
係

  

☎
551-

０
１
２
３ 

ＦＡＸ
554-

３
８
６
６
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～
市
民
の
皆
さ
ま
へ
～

市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
新
型
肺
炎
や

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
予
防
の
た

め
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
、
う
が

い
の
励
行
な
ど
に
十
分
な
配
意
を
お
願

い
し
ま
す
。

先
般
、
1
月
26
日
か
ら
2
月
23
日
ま

で
、「
学
区
懇
談
テ
ー
マ
」
に
基
づ
き
、

学
区
別
自
治
連
合
会
を
実
施
い
た
だ

き
、
自
治
会
長
の
皆
さ
ま
と
地
域
の
現

状
や
課
題
に
つ
い
て
懇
談
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
有
意
義
な
懇
談
と
な

り
ま
し
た
こ
と
を
紙
面
を
お
借
り
し
、

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
今
な
お
、
財
政

状
況
の
厳
し
さ
は
続
い
て
い
ま
す
が
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
は「
元
気
都
市
栗
東
」

を
実
感
い
た
だ
け
る
よ
う
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
３
月
は
、
年
度
の
締
め
く
く

り
と
新
年
度
へ
の
大
い
な
る
期
待
を
感

じ
る
月
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
就
学
さ

れ
る
新
一
年
生
を
は
じ
め
、
進
級
や
中

学
、
高
校
、
大
学
へ
の
入
学
、
ま
た
、

就
職
な
ど
を
控
え
、
そ
れ
ぞ
れ
に
不
安

や
期
待
が
入
り
混
じ
っ
た
気
持
ち
に
な

る
月
で
も
あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
正
面
に
見
据
え
、
特
色
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
一
丸
と
な
っ
て
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
い
よ
い
よ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
す
。

夢
と
希
望
を
胸
に
頑
張
る
選
手
の
皆
さ

ん
の
姿
に
思
い
を
重
ね
、
住
み
よ
い
栗

東
を
実
現
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
色
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

１月 26 日、治田東学区自治連合会

　
「
く
り
ち
ゃ
ん
バ
ス
」
は
、
皆
さ
ん

の
日
常
生
活
に
お
け
る
地
域
の
身
近
な

交
通
手
段
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
は
、７
万
８
３
０
人（
平

成
29
年
10
月
～
平
成
30
年
9
月
）
の
利

用
が
あ
り
、、
前
年
比
で
６
３
６
７
人

の
利
用
者
増
（
前
年
比
９
・
9
％
増
）

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
28
年
10
月
か
ら
辻
・

出
庭
地
域
を
経
由
し
守
山
駅
ま
で
延
伸

し
た
宅
屋
線
が
平
成
29
年
度
に
引
き
続

く
り
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
利
用
者
増
加

路 線 名 年度当たり
の利用者数

前年度からの
利用者増減数

大宝循環線 13,925人 +1,087人

宅屋線 20,415人 +3,753人

草津駅・手原線 26,808人 +1,378人

葉山循環線・治田循環線 8,696人 +249人
金勝循環線 986人 ー100人
合計 70,830人 +6,367人

くりちゃんバス利用者数
（平成 29 年 10 月～平成 30 年 9 月）

問
交
通
政
策
課 

  

☎
551-

０
２
９
１ 

ＦＡＸ
552-

７
０
０
０

き
、
順
調
に
利
用
者
を
伸
ば
し
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
ほ
と
ん
ど
の
路
線
に
お

い
て
利
用
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に

よ
り
ま
す
。

今
後
も
利
用
状
況
等
の
調
査
な
ど
を

踏
ま
え
て
、
適
宜
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
な

ど
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
「
く
り
ち
ゃ
ん
バ
ス
（
草
津
・

栗
東
・
守
山
く
る
っ
と
バ
ス
）」
の
利

用
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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子育て情報

問地域子育て支援センター
・大宝東児童館内  ☎ 551-2370  ＦＡＸ 551-2330
・治田西カナリヤ第三保育園内
                         ☎ 553-3907  ＦＡＸ 553-3908
・金勝児童館内     ☎ 558-3527  ＦＡＸ 558-3527
・治田東児童館内  ☎ 554-6115  ＦＡＸ 554-6116

消費生活相談窓口　一人で悩まず、気軽に相談を

問草津警察署
　☎ 563-0110　ＦＡＸ 563-0116

ともだちとの関わり
「どうしてうちの子（１～２歳頃）は、おとも

だちと一緒に上手にあそべないのかしら」という
保護者の声をよく耳にします。

では、大人がいう「おともだちと一緒に上手に
あそぶ」とはどのようなことなのでしょうか？

おそらく「（家族ではない）年齢の近い誰かと、
（貸し借りなどの）やり取りをしながら、（物の取
り合いなどの）ケンカをしないであそぶ」という
ことではないでしょうか？

もう、お気づきの人もおられるかもしれません
が、１～２歳にはなかなか難しい課題です。１～
２歳頃と言えば、身近な相手に「受け止めてもら
うこと」を繰り返し経験し、「（信頼関係のある人
に）いつも見守られている」と感じながら心に安
全基地を形成する時期です。この時期を経て、不
安を無くし知らない相手とも関わることができる
ようになっていきます。この頃の子どもたちは、
このようにしてともだちづくりの土台を築いてい
るのです。

３歳頃までは一人あそびが中心となり、それが
十分にできると次第にともだちとあそぶことを求
め始めます。はじめのうちは、やり取りをしてあ
そぶというよりは場を共有するというイメージで
す。「貸して」「いいよ」などのやり取りが、子ど
もたちの意思により成立するのは４～５歳頃から
になります。
「ともだちがいないのはかわいそう。一人であ

そんでもつまらないだろう」と思うのは大人の価
値観です。「他の人がい
る環境にも慣れれば良い
な」という大人のおおら
かな関わりが、子どもが
他の子どもと関わる意欲
や勇気を育てることに繋
がります。

Q1 どのような内容を相談できますか？
　「商品やサービスの契約で事業者とトラブ
ルになった」「製品を使ってけがをした」な
どの消費者と事業者とのトラブルについて相
談できます。
　解決策について情報提供や助言を行います。
ケースによっては交渉の手伝いをすることも
あります。
Ｑ２ どこに電話をすればよいですか？
　「１８８」におかけください。
　または、551-0115（直通）におかけください。
Ｑ３ 土曜日、日曜日はどこに相談すればよ
　　 いですか？
　滋賀県消費生活センターに相談できます。
　「１８８」または、0749-23-0999 へおか
けください。
Ｑ 4 料金はかかりますか？
　　 また、秘密は守られますか？
　相談は無料ですが、通話料金がかかります。
　相談の内容や個人情報など秘密は守られる
ので安心して相談してください。

◆滋賀県警察官募集
　（大学既卒または卒業見込みの人）
◦受付期間
　３月１日㈰から４月20日㈪まで
◦お問合せ先
　フリーダイヤル　0120-204-314

詳しくは、受験案内又は滋賀県警察のホ
　ームページをご覧ください。
◆新入学（園）児と高齢者の交通事故防止
◦信号機のない横断歩道を渡ろうとする子

どもを見かけたら手前で必ず停止しまし
ょう

◦子どもには、「止まる」「見る」「待つ」と
言う言葉を、親や周囲の大人が何度も伝
えて教えましょう

◦車に乗るときは、必ず全席シートベルト・
チャイルドシートをしましょう

◦高齢ドライバーの人は自分の能力に応じ
た無理のない運転をしましょう
また70歳以上の運転者は、高齢運転者標

　識（高齢者マーク）を表示しましょう

草津警察署安全伝言板

問自治振興課 消費生活相談窓口（相談無料）
　　9:15 ～ 12:00　13:00 ～ 16:00
　　☎ 551-0115　FAX551-0432
　滋賀県消費生活センター（相談無料）
   　9:15 ～ 16:00
　　☎ 0749-23-0999　
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16

問
幼
児
課

　

☎
551-

０
４
２
４　

ＦＡＸ
551-

０
１
４
９

よ
り
よ
く
生
活
す
る

た
め
の
12
か
条
24

《金勝第１幼児園》「みんなで食べるとおいしいね」

「穴
あ な む ら み ち

村道」

本
市
を
代
表
す
る
歴
史
的
・
文
化

的
な
遺
産
の
一
つ
に
、
東
海
道
・
中

山
道
沿
い
に
広
が
る
街
道
文
化
が
あ

り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
栗
東
に
は
、

宿
場
と
宿
場
の
間
の
休
憩
所
で
あ
る

“
立た

て

場ば

”
が
三
か
所
に
設
け
ら
れ
、

梅う
め
のノ

木き

立
場
（
六
地
蔵
）
や
中
沢
立

場
（
中
沢
）
で
は
“
名め

い
や
く
わ
ち
ゅ
う
さ
ん

薬
和
中
散
”、

目
川
立
場
（
岡
）
で
は
“
目
川
田
楽

と
菜
飯
”
な
ど
の
名
物
が
販
売
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
街
道
を
行

き
来
す
る
人
び
と
が
買
い
求
め
た
ほ

か
、
名め

い
し
ょ
ず
え

所
図
会
（
江
戸
時
代
の
観
光

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
）
や
浮
世
絵
な
ど
を

通
じ
て
、
全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

多
く
の
人
び
と
で
に
ぎ
わ
っ
た
東

海
道
と
中
山
道
で
す
が
、
こ
の
地
域

に
暮
ら
す
人
び
と
が
、
日
々
の
生
活

で
使
っ
た
道
も
多
く
存
在
し
て
い
ま

し
た
。

そ
の
よ
う
な
道
の
一
つ
に
“
穴

村
道
”
が
あ
り
ま
す
。
大
正
15
年

（
１
９
２
６
）
に
発
行
さ
れ
た
『
近

江
栗
太
郡
志
』
に
は
、
六
地
蔵
で
東

海
道
か
ら
分
岐
し
、
大
橋
、
蜂
屋
、

野
尻
、
綣
、
北
中
小
路
、
十
里
、
そ

し
て
草
津
市
の
駒
井
沢
、
川
原
、
上

笠
、
木
川
を
経
て
山
田
港
に
達
す
る

道
が
“
穴
村
道
”（
山
田
道
、
県
道
）

と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ル
ー
ト
は
、
明
治
初
期
の
地
誌
に
も

紹
介
さ
れ
、
江
戸
時
代
か
ら
使
わ
れ

て
い
た
東
海
道
・
中
山
道
と
琵
琶
湖

の
水
運
を
つ
な
ぐ
重
要
な
道
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
で
は
、
蜂
屋
の
中
ノ
井
川
沿

い
の
道
、
綣
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
大
宝
の
前
の
道
、
北
中
小
路
の

集
落
を
経
て
十
里
へ
と
続
く
道
な
ど

が
そ
の
名
残
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
穴
村
（
草
津
市
）
を
通
ら

な
い
こ
の
道
が
、
な
ぜ
“
穴
村
道
”

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
穴
村
で
は
古
く
か
ら
、
子
ど

も
向
け
の
鍼
灸
を
専
門
と
す
る
診
療

所
（
穴
村
の
“
も
ん
や
”）
が
営
ま

れ
、
多
く
の
親
子
が
利
用
し
て
い
ま

し
た
。
穴
村
に
向
か
う
親
子
連
れ
が

多
く
使
う
う
ち
に
、
こ
の
道
の
名
前

も
穴
村
道
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

東
海
道
・
中
山
道
が
通
る
こ
と
か

ら
、
現
在
ま
で
交
通
の
要
衝
と
な
っ

て
い
る
本
市
で
す
が
、
日
常
生
活
で

何
気
な
く
使
っ
て
い
る
道
に
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
る
の

で
す
。

※
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
で
は
、
３

月
14
日
㈯
か
ら
、
穴
村
道
沿
い
の

集
落
・
北
中
小
路
を
紹
介
す
る
小

地
域
展
「
北
中
小
路
の
歴
史
と
文

化
」
を
開
催
し
ま
す
。

問栗東歴史民俗博物館

　☎ 554-2733　ＦＡＸ 554-2755

156

北中小路の円光寺（右）と穴村道（左奥の道、白矢印線）

毎
朝
子
ど
も
た
ち
は
、
調
理
室
か

ら
い
い
に
お
い
が
し
て
く
る
と
、「
今

日
の
給
食
、
何
か
な
？
」
と
友
だ
ち

と
職
員
室
前
の
給
食
展
示
ケ
ー
ス
を

の
ぞ
き
こ
み
、
献
立
を
確
認
し
て
、

給
食
を
楽
し
み
に
す
る
姿
が
見
ら
れ

ま
す
。

給
食
は
食
事
の
マ
ナ
ー
を
知
っ
た

り
、
い
ろ
い
ろ
な
食
材
を
味
わ
っ
た

り
し
な
が
ら
、
友
だ
ち
や
保
育
者
と

一
緒
に
楽
し
く
和
や
か
に
食
べ
る
こ

と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

園
で
は
食
前
に
「
あ
り
が
と
う
。

い
た
だ
き
ま
す
」
食
後
に
「
あ
り
が

と
う
。
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
」
と

作
っ
て
く
だ
さ
る
人
や
命
あ
る
も
の

を
い
た
だ
く
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
、
食
事
の
挨
拶
を
し
て

い
ま
す
。

楽
し
い
食

事
は
心
の
栄

養
に
な
り
ま

す
。
感
謝
の

気
持
ち
を
忘

れ
ず
楽
し
い

食
事
の
時
間

に
し
て
い
き

た
い
で
す
。



上手い！たくみな技術
美味い！みごとな料理
旨い！！くらしの知恵
馬！！！栗東といえば
など、まちの「うますぎ！」を紹介します。
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うますぎる栗東大使★コラム

　栗東市出身、またはゆかりのある著名人に全国
的に栗東のまちを PR していただいている「うま
すぎる栗東大使」。本紙でも随時紹介していると
おり、令和元年度は、澤田真一さん（芸術家）、
田代佳奈美さん（バレーボール選手）、小林豊さ
ん（タレント・歌手）に新たに就任いただきまし
た。この一年、皆さんには本市の事業やイベント
で活躍いただいています。
　昨年 10 月に開催された、「第 63 回滋賀県人権
教育研究大会（栗東大会）」では、大使の木村敬

問秘書広報課 広報・広聴係
☎551-0641　ＦＡＸ553-1280

広報大使の活躍が栗東のPRへ 一さん（競泳選手）、近藤寛子さん（マラソン選手）、
澤田真一さん、森田まさのりさん（漫画家）から、
動画による人権啓発メッセージをいただき、来場
者の人権意識をより高める機会になりました。　　
　11 月の「くりちゃんファミリーマラソン
2019」では、近藤寛子さんをゲストランナーに
迎えました。今年１月の「成人式」では、関西騎
手クラブを代表して武豊騎手から、新成人の門出
を祝う動画メッセージをいただきました。
　その他にも、大使の皆さんの日々の活動や活躍
により、栗東を PR していただいています。
　今後も、うますぎる栗東大使のさらなる活躍が
楽しみです。市民の皆さんも応援をよろしくお願
いします。

元気良く　声かけあいさつ　笑顔の輪
～2018年度 21世紀スローガンコンテスト 努力賞作品～

≪材　料≫
• 土ゴボウ………………………………500g
• いりごま………………………………  30g
• 煮

に

溶
とか

し調味液　濃口しょうゆ………110ml
白砂糖………………100g
三温糖………………  80g
ザラメ………………  80g
酒……………………110ml
みりん………………  50ml

≪作り方≫
①ゴボウは洗って皮をこそげて、割りばしの長さ

( 約 20cm) に切る。幅 3cm 以上の太いものは
縦半分に切り、水に浸けてあくを抜く。

②鍋に水を入れ、水からゴボウを入れて茹でる。
ゴボウに爪のあとがつくくらい柔らかく茹でる。

③茹でている間に調味料を鍋に入れ、煮溶し調味
液を作る。

④茹でたゴボウは、ザルにあげ調味液に約 30 分
漬け込み、味をしみ込ませる。

⑤最後にごまをまぶして盛り付け、残りのごまを
振りかける。

今月のうますぎ★ブランド

本年１月、本市農業委員会主催の女性農業者交
流会が開催されました。自慢の家庭料理を持ち寄
り、互いの絆を深めるとともに、女性の社会参画
の重要性を確認し合いま
した。

料理の一つに、林地域
で食べられている「薬師
講ゴボウ」がありました。
柔らかいゴボウに甘辛の
味が良くしみる一品です。

今回は、そのレシピを
紹介します。皆さんも栗東産野菜を使った料理を
家族で作ってみませんか？

「薬師講ゴボウ」のレシピを紹介

問農林課　☎ 551-0124　ＦＡＸ 551-0148
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栗東100歳大学同窓会で活動報告

子
ど
も
た
ち
の
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品

１月31日～２月２日（歴史民俗博物館）
　「第50回栗東市青少年美術展覧会」を開
催。市内の園、小・中学校、県立聾話学校
の子どもたちの図工・美術・書写の作品約
700点（特選以上）が展示されました。個
性あふれる力作ばかりで、「迫力が伝わっ
てくる」などの観覧者の声が聞かれました。

１月30日（山入自治会館）
　平成22年６月に結成された「山入い
きいきサロン」が第100回を迎えまし
た。現在は２か月に1回程度、参加者が
集まり、体操やゲーム、食事などで交流
しています。
　100回記念の催しでは、茶会や食事を
楽しみながら、皆さんの健康話題や元気
の秘訣などを披露しあうなど、和やかな
ひとときを過ごし、交流を深めました。
　

２月3日（大宝西幼稚園）
　節分イベントが開催され、先生から由
来の話を聞いた後、登場した鬼と一緒に
節分クイズをしたり、豆まきの歌を歌っ
たりしました。自分たちで作った鬼のお
面をつけて、心の中の弱虫鬼や怒りんぼ
鬼などを追い出そうと元気いっぱい豆ま
きをしました。

伝統行事の豆まき
鬼は外！福は内！

市
に
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

１月24日（市役所）
　キノンビクス株式会社から、創立50周年
事業の一環として、市内の幼稚園、保育園、
小・中学校、コミュニティセンターなどに

「防滴メガホン15Ｗ」を寄贈いただきまし
た。市民のために有効に活用させていただ
きます。

山入いきいきサロン
第100回記念
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フ
ォ
ト

ニ
ュ
ー
ス

１月22日（JA栗東市総合センター桃李館）
　栗東100歳大学の１～４期生42人が集まり、各期の活動報
告が行われました。今回は京都府精華町の「ステキ65メイト
養成講座」の受講生と卒業生36人が加わり、同講座の活動状
況も報告されるなど、互いの活動を研修する有意義な交流会
となりました。

栗東100歳大学同窓会で活動報告

１月21日（葉山東幼児園）
　大衆演芸を通じて、地域で活動され
ているボランティアグループ「かみの
一座」の皆さんに、日本の伝統芸能で
ある獅子舞を披露してもらいました。
　近年、見たり触れたりする機会が少
なくなってきている獅子舞。最後は、
子どもたちが順番に頭を噛んでもら
い、今年一年の無病息災を願いました。

１月19日（金勝地域）
　「第63回耐寒アベック登山大会」が好天
の中、開催。464人の参加者が金勝小学校
前をスタートし、ゴールの金勝寺を目指し、
約７㎞の山道を登りました。
　ゴールの後は、熱々の豚汁とおにぎりが
振る舞われ、ボランティアガイドの案内で
境内を散策したりゆっくりしたひとときを
過ごしました。

獅子舞が幼児園に
やって来たよ！

耐寒アベック登山大会
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人口（2月１日現在）　人口70,127人　男34,966人　女35,161人　前月より 67人増　世帯数28,400世帯

★輝く栗東人

小林　一
い っ

成
せ い

さん（35 歳・野尻）
　小学2年生からテニスを始め、京都の「四
ノ宮テニスクラブ」に入会。12歳で「関西
小学生テニス選手権」のシングルスでベス
ト４。18歳で「関西ジュニアテニス選手権
大会」のシングルスでベスト16。
　草津市内の事業所にエンジニアとして勤
める一方、昨年10月「第81回全日本ベテラ
ンテニス選手権」で初出場ながら35歳以上
シングルスとダブルス両種目で優勝。同大
会の活躍が評価され、11月に栗東市スポー
ツ賞、12月に京都市スポーツ賞を受賞。

■
テ
ニ
ス
の
き
っ
か
け
は
？

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
父
が
「
都
市
間

交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
テ
ニ
ス
）」
の

京
都
代
表
で
出
場
し
て
い
て
、
そ
の
姿

を
見
て
い
る
う
ち
に
、
テ
ニ
ス
を
や
り

た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま
し

た
。
父
か
ら
は
「
や
る
な
ら
、
真
剣
に

や
り
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
き
ち
ん
と

指
導
し
て
も
ら
え
る
四
ノ
宮
テ
ニ
ス
ク

ラ
ブ
に
入
会
し
ま
し
た
。
プ
レ
イ
ヤ
ー

の
限
界
に
挑
戦
す
る
よ
う
な
反
復
練
習

で
、
日
々
、
コ
ー
ト
の
端
か
ら
端
ま
で

全
身
を
使
っ
て
、
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け

て
い
ま
し
た
。
小
・
中
学
生
の
頃
に
全

国
大
会
に
出
場
で
き
る
レ
ベ
ル
ま
で
上

達
し
ま
し
た
。

■
全
国
大
会
へ
の
再
挑
戦

　
大
学
入
学
後
は
、
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル

全日本ベテランテニス選手権
シングルス・ダブルス優勝

や
趣
味
で
楽
し
む
程
度
で
し
た
が
、
社

会
人
３
年
目
ご
ろ
か
ら
テ
ニ
ス
仲
間
の

後
輩
に
誘
わ
れ
、
試
合
に
出
場
す
る
機

会
が
増
え
ま
し
た
。
試
合
が
増
え
る
に

つ
れ
、
テ
ニ
ス
熱
が
蘇
っ
て
き
て
、

せ
っ
か
く
な
ら
全
国
大
会
優
勝
を
目
標

に
し
よ
う
と
決
断
し
、
昨
年
1
月
か
ら

再
び
、
四
ノ
宮
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で
練
習

を
再
開
し
ま
し
た
。
復
帰
直
後
の
練
習

で
は
、
酸
欠
で
倒
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
高
校
ま
で
の
ハ
ー
ド
な
練
習

で
培
っ
た
基
礎
的
な
能
力
と
負
け
ず
嫌

い
な
性
格
の
お
か
げ
か
、
次
第
に
体
力

や
試
合
勘
を
戻
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
で
は
シ
ン
グ
ル
ス
の
準
決

勝
で
、
昨
年
の
優
勝
者
と
対
戦
す
る
山
場

も
あ
り
ま
し
た
が
、
相
手
の
弱
点
を
分
析

し
て
臨
み
ま
し
た
。
調
子
が
良
く
、
ス
ト

レ
ー
ト
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が

優
勝
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

■
今
後
の
目
標
は
？

　

同
大
会
で
の
連
覇
で
す
。
前
回
と
は

違
っ
て
、
他
選
手
か
ら
マ
ー
ク
さ
れ
て

い
る
中
で
、
勝
ち
進
む
の
は
厳
し
い
と

思
い
ま
す
が
、
自
分
に
打
ち
勝
つ
思
い

で
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ダ
ー
な
タ
イ

プ
で
、
相
手
に
合
わ
せ
て
戦
略
的
な

戦
い
が
で
き
る
と
こ
ろ
が
強
み
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
追
わ
れ
る
立
場
を

跳
ね
返
せ
る
よ
う
、
今
後
も
厳
し
い

練
習
に
励
み
、
優
勝
を
目
指
し
て
大

会
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲ダブルスは出場 8 ペアで頂点に（小林さん中央）


